











































捉える工夫をした。2 回の授業の配布資料はプリント 2 枚（「子どもの貧困対策基本法」及び国の対策を法
含む）と資料 4 枚（新聞記事 2 枚、子どもの貧困白書の記事）である。3回目の授業で54名の学生（2 名
の学校教育専攻学生含む）にB4 白紙を手渡し「子どもの貧困問題」について学んだことをイラストや図
を含めて自由に「まとめ図」として描くように伝え実施した。3人に一つ箱入りのクレヨンを用意し、自








































































点数 5 4 3 2 1
人数 11 20 7 0 0












点数 5 4 3 2 1
人数 10 19 8 1 0

















































背景（図 1、図 2）、子どもの貧困の定義（図 1、図 2、図 3）、子どもの貧困を考える視点（図 2）、子ど















と述べていた。平均値は 5 段階の 4 であった。これらの結果から、多くの学生が白紙の用紙に学びのイ
メージを手書きで表現するという手法によって、理解度が高まったと評価しているといえる。学生の自由
記述に「理解が深くてよい」「次回からも実施したほうがよい」の言葉もあった。このように評定値およ
び自由記述の結果から、今回導入した方法は学生の理解度を高めることが確認できたといえる。今後はさ
らに質問項目を精査し、再度、「まとめ図」を描く授業を実施し、受講学生全員のアンケートを取り、そ
の結果を報告したいと思う。
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学びのイメージを可視化する方法を活用した授業実践の試み
